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　Abstract

The argulid branchiuran, Argulus japonicus Thiele, 
1900, is reported based on two males and a female 
from the body surface of a freshwater minnow, 
Opsariichthys platypus (Temminck and Schlegel, 
1846) (Cypriniformes: Cyprinidae), held in a tank at 
the Banshō Sakana-no-yakata Aquarium, Saeki, Oita 
Prefecture, Kyushu, Japan. This is the first record of A. 
japonicus from the prefecture. The fishes held in the 
tank together with the infected freshwater minnow 
were cyprinids, which consisted of common carp 
Cyprinus carpio Linnaeus, 1758, ginbuna Carassius 
sp., gengorōbuna Carassius cuvieri Temminck and 
Schlegel, 1846, a species similar to ōkinbuna Cara-
ssius buergeri buergeri Temminck and Schlegel, 1846, 
big-scaled redfin Tribolodon hakonensis (Günther, 
1877), and kamatsuka Pseudogobio esocinus esocinus 
(Temminck and Schlegel, 1846), all of which had been 
collected from the Banshō River near the aquarium. It 
is thus likely that A. japonicus occurs in the river.

　はじめに

わが国の野生淡水魚に寄生するエラオ類には

チョウ Argulus japonicus Thiele, 1900とチョウモ

ドキ Argulus coregoni Thorell, 1864の 2種が知ら

れている（長澤，2009；Nagasawa, 2011）．この

うち，チョウはコイ科魚類に寄生し，北海道，本

州，四国，九州に分布する（例えば Tokioka, 

1936; Yamaguti, 1937；長澤ほか，2009；武田ほか，

2000；Nagasawa et al., 2010；Nagasawa, 2017；長澤，

2018）．ただし，九州におけるチョウの分布に関

する知見は限られ，これまでに鹿児島県（長澤ほ

か，2012），熊本県（Yamauchi and Shimizu, 2013），

福岡県（Nagasawa et al., 2018）から報告されたに

すぎない．最近，筆者らは大分県においてチョウ

を採集したので，同県初記録として報告する．

　材料と方法

本報告で述べるチョウ標本は，2016年 9月 9

日に大分県佐伯市弥生にある番匠おさかな館の屋

外生態水槽（下流域水槽）に展示していたオイカ

ワ Opsariichthys platypus (Temminck and Schlegel, 

1846)の体表から採集された．当日，水槽外から

オイカワ 1尾（体長不明）の体表にエラオ類の寄

生が観察されたため，オイカワをさで網を用いて

捕獲し，エラオ類を採集して冷凍標本とした．後

日，これを広島大学に運び，解凍して写真撮影後，

70%エタノール液で固定・保存した．この標本

を木製スライド法（Humes and Gooding, 1964）を

用いて観察・同定した．標本は現在，茨城県つく

ば市にある国立科学博物館筑波研究施設の甲殻類

コレクションに収蔵されている（NSMT-Cr 

25891）．本報告で述べるコイ科魚類の学名は細谷

（2013），キンギョの学名は宮地ほか（1976）に従

う．
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　結果と考察

採集されたチョウ標本は雄 1個体と雌 2個体

の 3 個体である（Fig. 1）．それらの形態は

Tokioka (1936)や Yamaguti (1937)が記載したチョ

ウの特徴と一致する．各個体の全長と最大体幅は，

雄で 3.1 × 1.8 mm，雌でそれぞれ 3.4 × 2.1 mm，5.2 

× 3.0 mm，雌大型個体の卵巣には卵が見られた

Fig. 1. Argulus japonicus, male (A and B) and female (C and D), NSMT-Cr 25891, from the body surface of Opsariichthys platypus held in a 
tank at the Banshō Sakana-no-yakata Aquarium, Saeki, Oita Prefecture, Kyushu, Japan. A and C, dorsal view; B and D, ventral view. Scale 
bars: 1 mm in A; 2 mm in B.
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（Fig. 1C–D）． 

過去に大分県からチョウの採集記録はなく，本

報告がチョウの同県初記録となる．また，オイカ

ワへのチョウの寄生は群馬県（Nagasawa and Sato, 

2014）と高知県（Nagasawa, 2017）に次いで，本

報告が 3例目である．

今回，チョウが寄生していたオイカワは，番

匠おさかな館の屋外生態水槽で収容されていた．

この水槽には他のコイ科魚類（コイ Cyprinus 

carpio Linnaeus, 1758，ギンブナ Carassius sp.，ゲ

ン ゴ ロ ウ ブ ナ Carassius cuvieri Temminck and 

Schlegel, 1846，オオキンブナ Carassius buergeri 

buergeri Temminck and Schlegel, 1846に似た種，ウ

グイ Tribolodon hakonensis (Günther, 1877)，カマツ

カ Pseudogobio esocinus esocinus (Temminck and 

Schlegel, 1846)）も収容されており，オイカワを

含むそれら魚類はすべて番匠おさかな館の近くを

流れる番匠川から採集された．オイカワに加え，

コイ，ギンブナ，ゲンゴロウブナもチョウの宿主

として知られている（長澤，2009）．したがって，

今回採集されたチョウは，もともと番匠川の野生

コイ科魚類に寄生していた個体が採集魚とともに

水槽内に持ち込まれた可能性が高い．

なお，水槽飼育のコイの一部は，水槽に収容

される前に番匠おさかな館に隣接する親水広場に

ある池で一時的に飼育され，この池には由来不明

のコイやキンギョ Carassius auratus (Linnaeus, 

1758)が無断放流されることがある．このため，

放流魚に寄生していたチョウが番匠川産コイに寄

生した後，水槽に持ち込まれた可能性も完全には

否定できない．類似の例として，大阪府にある博

物館の池に無断放流されたコイによってチョウが

持ち込まれたと推定されたことがある（長澤ほか，

2013）．

著者らの知る限り，大分県産淡水魚に寄生す

る甲殻類（エラオ類とカイアシ類）に関する報文

はこれまでにない．カイアシ類のイカリムシ

Lernaea cyprinacea Linnaeus, 1758は，日本の淡水

魚に寄生する甲殻類のなかで，その分布域が最も

よく調べられた種である（Nagasawa et al., 2007）．

しかし，大分県からイカリムシの記録はない．今

後，大分県の淡水魚に寄生するエラオ類とカイア

シ類に関する分布調査が望まれる．
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